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本稿の目的は, 本学音楽分野の教科教育担当教員と教科専門担当教員の協働による学部専修専門科日 「音楽科教育法n ・ 
m ・ IV」 の授業改善を進めるにあたり, 教科専門担当教員の視点から授業を検討することである。 学生が実施した模擬授
業についての考察等から, 教科教育分野で従前から検討されている 「教材曲の本質に追る教材分析のあり方」 「児童生従





より, 学生が音楽の専門性をどの程度保有しているかについて, 教員による多角的な視点 
教科専門担当教員が行う他の授業科目との関連についても, 
キーワード: 音楽科教育法, 実践力 , 教科教育と教科専門の協働
各教員の意識が高まってい
Key words : Teachig M ethods for M usic Education, Practical Abil ity, in collaboration with Teaching M ethodology Staffs and 
Subject Studies Staffs 
I 研究の背景と目的
2001 年に示された 「今後の国立の教員養成系大学学部
の在り方について (報告)」 では, 教科教育と教科専門
を結びつけた新たな分野の構築を, 「教貝養成学部が独
自性を発揮していく ためにも率先して取り組まなければ
ならない」 と している'。 すなわち, 教科教育法 , 教科






の到達目標 ・ 確認指標の検討一 中学校教員養成における





科内容学と教科教育学をつなぐ」 (2013) 3 , 「音楽専攻の














する教科構成原理を明らかにしよう と した研究がある。 














ためには, 狭義の 「教職」 「教科教育」 「教科専門」 とい
う3 つの科日群の統合が免許取得学生の受容任せになる
こと を回避する必要があると述べている6。 したがって, 
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これらの科目群の見直しを図る際に, 





員養成部会 w G 
論点整理一』 よ?して 「教科専
「教育課程の見直しの観点」 ( 中教審教












II 学部授業科目 「音楽科教育法II ・ m ・ IV」
概要
1 「音楽科教育法II ・ m ・ IV」 の課題と改善の経緯
の
本学学校教育学部の授業科目は, 教養科目群, 教職キャ
リア科目群, 教育実践 ・ リ フレクショ ン科目群, 専修専
門科目群から構成されている。 このう ち音楽科教育分野
及び教育実習に関連する学部授業科目を表1 に示した。 
「初等音楽I」 「初等音楽n」 「初等音楽科教育法」 「音楽














法m ・ IV」 をそれぞれ別の教科教育担当教員が担当し, 
各教員が独自に授業内容を設定していた。 そのため 「音
楽科教育法」 の各科目相互の関連性を担保することが難
しい状況が続いていた。 一方, 「初等音楽科教育法」 「音
楽科授業研究」 の一部を受け持つ複数の教科専門担当教










という こと, もう1 つは, 学生の授業実
めには, 表 1 に示した授業科目全体につ
ら4 年次の系統性を構築することが重要






















ことと した 0 
「音楽科教育法IV」
2 「音楽科教育法II ・ m ・ IV」 の授業計画
( 1 ) 授業の構成と内容
2016 年度 「音楽科教育法II」


































, リ フレクショ ンカードを活用し, 学
うにした。 なお2016年度の履修者は, 
が 4 名, 
表 1 音楽科教育分野及び教育実習に関連する学部授業科目
「音楽教育法III ・ IV」 がいず
科目群 l 区分 1年次 2年次 3年次 l 4年次 
教育実践・ リフレク 
シヨン科目群 
初等教科内容科日 初等音楽I 初等音楽n l 
初等教科指導科目 初等音楽科教育法 音楽科授業研究l 
実地教育科目 
学校観察実習 フレン ドシップ実習 初等基礎実習 初等応用実習 
中学校実習 
高等学校実習 
専修専門科目群 l 専門科目 _ _ _ __ _ _ _ __ _ _ _ _ _ _ _ _ __ _ _ _ __ _ _ _ __ _ _ _ __ _ _ _ _ _ 音楽科教育法 I 音楽科教育法 iI 音楽科教育法n l 音楽科教育法IV 
表2 
教科教育と教科専門の協働による「音楽科教育法II ・ III ・ IV」の実践
「音楽科教育法II」 「音楽科教育法m」 「音楽科教育法IV 」 の授業構成
l 音楽科教育法n ( 3 年次後期) 音楽科教育法 I[[ ( 4 年次前期) 音楽科教育法IV ( 4年次後期) l 授業の目 標及び期 待される 学習効果 ・中学校音楽科の目標をふまえ, 教科固有の学び に即した授業構成や指導法についての基本的な考 え方を習得する。 ・ 学習指導案の作成と模擬授業の実施を通して, 授業開発と学習指導に関する実践力を身に付ける。 ・ 中学校音楽科の学習内容のうち, 我が国の伝統 音楽, 世界の諸民族の音楽, 歌唱分野及び鑑賞分 野を中心と して, 教科内容論をふまえた教科指導 力及び実技指導力の伸長をめざす。 ・ 音楽に関する知的財産権についての基本的知識 を習得する。 ・ 中学校音楽科の学習内容のうち, 音楽史, 創作 分野及び器楽分野を中心と して, 教科内容論をふ まえた教科指導力及び実技指導力の伸長をめざす。 
授業計画 
l 回 l 授業内容 担当 
l 
回 授業内容 担当 回 l 授業内容 l 担当 
第 1 回 l 学習指導要領音楽科の目標論・ 内容論 河邊 
l 
第 1 回 歌曲・ 合唱曲の解釈と指導のポイント 野本 第 1 回 l 音楽史の指導① 古代~ バロックl 河邊 
l 第 2 回 l 題材による授業構成と学習指導計画 河邊 第 2 回 歌唱共通教材の模擬授業① 野本 第 2 回 l 音楽史の指導② 古典派~ ロマン派前期l 河邊 
l 第 3 回 l 音楽科の評価論 河邊 
l 
第 3 回 歌唱共通教材の模擬授業② 野本 第 3 回 l 音楽史の指導③ ロマン派後期~現代 l 河邊 
第 4 回 l 実践事例研究 河邊 
l 
第 4 回 合口昌指導の模擬授業① 野本 第 4 回 l ポピュラー音楽の指導 l 河邊 
l l 
l 第 5 回 l 学習指導案の作成 後藤 第 5 回 合唱指導の模擬授業② 野本 第 5回 l 旋律創作① l 草野 
l 第 6 回 l 音楽科授業における教師の役割 後藤 
l 
第 6回 日本の伝統音楽の指導① 雅楽, 箏曲 河邊 第 6回 l旋律創作② l 草野 
第 7 回 l 模擬授業とその検討① 後藤 
l 
第 7回 日本の伝統音楽の指導① 民謡, 鄕土芸能 河邊 第 7 回 l 教材曲を用いた編曲① l 草野 
l 第 8 回 l 模擬授業とその検討② 後藤 第 8 回 世界の諸民族の音楽 河邊 第 8 回 l 教材曲を用いた編曲② l 草野 
l 第 9 回 l 模擬授業とその検討③ 後藤 
l 
第 9 回 音楽に関する知的財産権 河邊 第 9 回 l 教材曲を用いた編曲③ l 草野 
第10回 l ピアノ伴奏を位置付けた模擬授業① 木下 
l 
第10回 音楽の構成要素と楽曲分析① 草野 第10回 l 教材曲を用いた編曲④ l 草野 
l 第11回 l ピアノ伴奏を位置付けた模擬授業② 木下 第11回 音楽の構成要素と楽曲分析② 草野 第11回 l 器楽曲の解釈と指導のポイ ント l 河内 
l 第12回 l ピアノ伴奏を位置付けた模擬授業③ 木下 
l 
第12回 音楽の構成要素と楽曲分析③ 草野 第12回 l リコーダーアンサンブルの模擬授業① l 河内 
第13回 l 授業改善の視点を明確にした模擬授業① 後藤 
l 
第13回 鑑賞分野の模擬授業① 草野 第13回 l リコーダーアンサンブルの模擬授業② l 河内 
l 第14回 l 授業改善の視点を明確にした模擬授業② 後藤 
l 
第14回 鑑賞分野の模擬授業② 草野 第14回 l 合奏指導の模擬授業① l 河内 
l 第15回 l 授業改善の視点を明確にした模擬授業③ 後藤 
l 
第15回 鑑賞分野の模擬授業③ 草野 第15回 l 合奏指導の模擬授業② l 河内 
( 2 ) 教科教育担当教員と教科専門担当教員の役割
2016度前期, 後期のいずれも授業開始前に担当者全員
による打ち合わせを行い, 取り上げる楽曲, 授業の視点, 
事前準備, 授業への参画の仕方等についての共通理解を















[鍵盤楽器分野] (担当 : 木下千代)




事前に行われた 「模擬授業とその検討①~ ③」 を参観し
た。 ここでは歌唱分野の模擬授業が行われ, ｫ花の街ｻ 
ｫ夏の思い出ｻ ｫ荒城の月ｻ ｫ浜辺の歌ｻ の4 曲が取り






















に対するアプローチに多く の問題点を見出した。 そこで, 
担当する3 回の授業では, 楽曲の内容を掘り下げること, 
それを生徒に的確に提示するこ とに重点をおいて指導を
行う こととした。 また, 第13回以降に実施する 「授業改
善の視点を明確にした模擬授業①~ ③」 を参観して授業
中の学生の変容を把握するとともに, 模擬授業後に実施
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たが, ｫ荒城の月ｻ については, 原曲の2/4拍子と山田
耕イ 編曲の4/4拍子では,テンポの捉え方が異なる点につ
いて問題提起し, 学生に考えさせた。 また, 6/8拍子の
ｫ浜辺の歌ｻ を 「1, 2 , 3 , 4 , 5 , 6」 とカウントし
て始める学生に対しては, 6/8拍子の特徴である大きな
流れを生み出すリズム感を体得させた。 さらに, 休符か
ら始まる ｫ花の街ｻ ｫ夏の思い出ｻ については休符をはっ
きりと示せる合図の仕方, アウフタクトで始まる ｫ浜辺









も強拍に置かれていない。 特に, 3 小節目の最高音 c 5 
には 「谷を」 の助詞 「を」 があり, 言葉のアクセントは
「谷を」 の 「た」 と 「越えて」 の 「こ」 に付く。 そこで
子音をはっきり発音させるよう にするため, ピアノ でも
軽いアクセント を付けることとなる。 一方, 最高音 c5 
は響きを失ってはいけないが, 叩かず押すよう なタ ッチ
が要求される。 ｫ浜辺の歌ｻ では,主旋律 1 小節日の 1 
拍日 C4と2 拍日 A 4 はしっかり したタ ッチでよいが, 
2小節日の 1拍日 G4は 「浜辺を」 の 「べ」 にあたる。 
ここではタ ッチを柔らかく しなければならない。 このよ





ると考える。 ｫ夏の思い出ｻ を例にとると, 最初 mp で
始まり, 歌唱の 5小節目で p になる。 このpは単に小さ
く, という ことではない。 最初の1 フレーズ (歌唱 1 ~ 
4 小節) に比べて尾瀬の情景がより具体的にそして期待
をもって蘇る箇所であり, 伴奏型もそれに呼応してわく
わく するよう なシンコペーショ ンのリズムと左手の2 音
ずつのアーテイキュレーシヨンを伴っている。 したがっ
てここでは明瞭で動きのあるpの音色が要求される。 歌
唱10小節日の pp も同様に, 「咲いている」 という歌詞に











レッシェ ンドと共にアッチェ レラ ンドの気分があり, こ
こでは8 分休符を短めにとるが, 16 ~ 17小節のピアノ伴








ｫ荒城の月ｻ の第1節は春, 酒宴が催される城の様子, 
第2節は秋 , 戦いの敗色濃い城の様子を描いている。 そ
れを表出し分けるために, 伴奏の和音における各指のバ




このよう な分析の後, 主旋律を音楽的に弾く こと, 主
旋律にバス進行または簡易なコードをつけること, そし
てオリ ジナルの伴奏言普を用いたレ ッスンを行った。 その
後2回目の模擬授業では, 学生の伴奏による曲想の提示
の仕方に明らかに音楽的な向上がみられ, なにより も曲
に対する愛情, 熱意に変化が見て取れた 0 
( 3 ) 考察
3 回の授業によって, 各学生の音楽的な表現力は確か
に向上した。 教材曲を扱う時は少なく とも上記のよう な
内容に関して, まず細かく楽曲を分析する, そして楽曲
の良さを十分感じ取る, そのうえで生従に伝えるべきポ
イ ント を明確に具体的に持つ, という過程が必要だとい







生は, 専修専門科目の 「ピアノ演習I ~ ]II」 を3年間履
修し, 西洋音楽を通して楽曲の構造, テクスチュア, 強




教科教育と教科専門の協働による「音楽科教育法II ・ III ・ IV」の実践



















[声楽分野] (担当 : 野本立人)
( 1 ) 授業改善の視点





いが, 多 く の場合 「情景 ・ 感情を読み取る」 → 「それを
感じながら歌ってみる」 → 「感じながら歌えたかどうか





具体的にはク レ ッシェ ンドやデク レ ッシェ ンドなどの音
量の変化 , レガートやマルカート などの唱法, さらには
リアリ ティ を伴った歌詞の発音, ニュアンスを適切に表
す音色の選択といった, 必要と される演奏技術を.駆使し
た演奏を行うか, という ことである。 もちろんその際に, 
作詞者はどんなこと を描こう と したのか, また作曲者は
それをどのようにロEL嚼し, どんな語法で音楽に写し取ろ
う と したのか, といった, 作者の意図を読み取る努力を
怠ってはならない。
以上のよう に, 歌唱活動の授業展開において必要と さ
れることは, 教科専門の立場から言えば, 演奏家 (声楽
家) が演奏のための準備と して行う こととほぼ同じであ
ると しても過言ではない。
当初は表 2 にあるように, 歌唱共通教材と合唱曲の両
143 
方を取り上げる予定であったが, 本授業科目の目的であ
る, 学生の音楽指導力 , 授業展開能力の育成をめざすに
は, 学生が行う模擬授業を各専門分野の教員が観察し, 
それぞれの視点から助言することにより 「教員から学生
へ」 だけでなく, 「学生相互」 の視点, さらに授業実施
者本人の気付きが重要なポイ ントであると考え, 第 1 回
の授業内容を第1 回と第2 回に分けて実施し, 第 3 回以
降に模擬授業とそのリ フレクシヨンを中心とする授業内
容に変更した。 
( 2 ) 授業の概要
第 1 回, 第 2 回では学生を生徒に見立て, 教材曲の指
導の展開を教貝が解説をしながら示範し, 第 3 回~ 第 5 
回では学生に模擬授業を行わせた。 模擬授業の実施者は
1 回につき2 名ずつ, 合計 6 名が行った。 授業後には, 
授業者の自評, 学生による意見交流, 各教員からの助言, 
全体協議の順にリ フレクショ ンを実施し, 授業後にその




1 . この授業の目的, 目標について
2 . 教科書を見てみよう 『中学生の音楽1 』
3 . 歌唱教材 ｫ赤とんぼｻ の指導
4 . まとめと今後の展開
<第2 回>
1 . 発声法および発声練習について (学部 3 年次まで
の復習)
2 . ｫWe'll Find The Way ~ はるかな道へｻ の指導
3 . 歌唱教材 ｫ夏の思い出ｻ の指導
4 . まとめと今後の展開










学生 F ｫ翼をく ださいｻ 






によって, いかに新しい知見を得られるかという こ とに
あると言える。 その点に着目して, 模擬授業実施後に学
生の書いたリ フレク シ ョ ンカードの内容から, 新しい知














・ 考えさせるのは生従主体に。 「イ メ ージがわいてき
た」 「情景が浮かんできた」 と聞こえればgood。








か, という ことについて思考を巡らせていること を読み
取ることができる。 また生徒に主体的に考えさせること
と, あく までも楽曲に沿って考えさせることとの間で, 
教師が果たすべき役割についても言及している。
②楽曲の分析と表現 









れば小学校時に習ったI , IV, V度の和音について
触れることで深く学習できる。 













要がある と思った (、 
野 本 立 人河 内 勇




















法については, 最初の 2 回の授業の中では触れたものの, 
模擬授業ではこれを活かす場面を作ることができなかっ
た。 その点は今後の課題と考えている。 さらに, 授業を
担当した教員の学びと して, 他分野の教員による模擬授
業へのアドバイスから, 教員自身の指導のあり方に関す
る多 く の気付きを得たこと を, 特に付記しておきたい。 
[作曲分野] (担当 : 草野次郎)




られる。 そこで, 前半の 3 回は中学校音楽科授業の鑑賞
教材を取り上げ, 作曲の専門的な立場から各々の作品の
様式に基づいた分析 (形式, 和声及び対位法, 楽器法, 





ンを行い, 授業を多角的に考察するようにした c 
( 2 ) 授業の概要




ノ と コンチェルト ・ グロ ツソまたはリ ピエーノの役割。 
・ リ トルネ ッロ形式に関しては, まずト ウツテイ ( T )
と ソロ ( S ) の交替における調性の関係を示し, 各部
教科教育と教科専門の協働による「音楽科教育法II ・ III ・ IV」の実践
分の対比や変化の重要な要素となることを確認する。 
T 1 主調→ S I 主調から属調 ・ 平行調へ→T 2 属調 ・ 
平行調→S 2 属調 ・ 平行調から転調へ→T 3 主調 ・ 関
係調→S 3 主調→ T 4 主調
・ ソネットに関して。14行の詩の中で第 1 楽章に割り当
てられた (スコアに記された) 内容を確認し, 音楽の
中でどのよう に描写的に扱われているか, 音楽的要素
(テンポ, モティ ーフ, 調性 , デユナーミ ク, 音型 , 
奏法, 等々) を中心に分析する。





・ ドイ ツ ・ リートにおけるシユーベルトの作品群→有節
歌曲と通作歌曲のスタイルの確認。




推移 ・ 変化が効果的に顕れるよう に設定されているこ
との確認。
・ 複数の演奏家による聴き比べで, 登場する3 人の性格
描写を多角的に聴き取る。
ｫ フー ガト短調ｻ バツハ作曲
〔分析ポイ ント〕
・ ポリ フ オニー様式とホモフ オニー様式の歴史的変遷。 
・ フーガの構成法。
・ パイ プオルガンの響きと構造。 
・ フーガを含む楽曲例と して ｫ ト ッカータと フーガニ
調ｻ との比較。






・ 主要主題のモティ ーフとその展開技法に関する説明。 
・ 古典派時代のオーケス ト ラ(オーケス ト レーシ ョ ン)
に関する説明。
・ モダン楽器演奏と ピリオド楽器による演奏の比較。
















・ 連作交響詩の第2 曲目 ｫブルタバ(モルダウ) ｻ の情
景描写に関して。
・ 各場面のオーケスト レーショ ンの響きや楽器の特性を
調べる。 















[作曲分野] (担当 : 草野次郎)
( 1 ) 授業改善の視点
本授業科目の第 5 回から第10回において, 創作分野に
関する授業を担当した。 主な内容は, 旋律創作及び教材
曲を用いた編曲である。 創作 ・ 編曲技術を用いて既成の
合奏譜の中に新たなパート と しての, いわゆる対旋律
(オブリ ガート) 等々を書き加えるこ とと, 歌唱二部形
式の独自の旋律を創作し, その旋律にさらにオブリ ガー
ト を加えて表現性の高いアンサンブル曲を作り上げるこ
と を目的と している。 使用する楽器はリ コーダー(ソプ
ラノ ・ リ コーダー及びアルト ・ リ コーダー) である。 こ
こで創作した楽言普を用いて第11 回以降の授業でリコーダー
アンサンブル及び合奏指導を行うのがこの授業の特徴で
ある。 そこで, 楽言普を作成した後に作曲者 (学生) が自
作曲を教材と して模擬授業を展開することにより, 創作
分野と器楽分野の指導内容の関連を図ること と した 0 
( 2 ) 授業の概要
まず対旋律を実際に音と して組み立てるための技術は, 
専門的には対位法の技術から習熟すべきではある。 しか
河 邊 昭 子草 野 次 郎木 下 千 代
しながら実際の授業回数で対位法的書式の習得は不可能
ゆえに, <譜例 1 ~ 6 > 7 に示す方法で対応した。
・ 第5 回 : 対旋律の種類。 技術的難易度と音楽的内容お
よび表現効果を概説。 < 言普例 1 >
・ 第6 回 : 和声構造の中での主旋律と対旋律の関連性を
示し, その後3 曲の歌唱教材曲 ( ｫエーデルワイスｻ
ｫ夏の思い出ｻ ｫ浜辺の歌ｻ の任意の1 曲に対旋律を
つける練習を行う。 その第1 段階として, 主旋律と重
複しない長音符を小節単位で書き込む。 <言普例 2 >
・ 第7 回 : 書き込んだ音符を基に 「対旋律の種類レウェ
ル 1 ~ 5 」 のいずれかを組み立てて, 教材曲への対旋
律を完成させる。 <言普例 3 >
・ 第8 回 : 使用した歌唱教材曲の和声構造だけを残し,
その上に新たな (オリ ジナルの) 旋律を創作する。 歌
唱二部形式の復習と, A - A ' - B- A ' の各部分の意
味を再確認する。 <譜例 4 >
・ 第9 回 : 前々回で実践した各種対旋律の復習として,
オリ ジナル旋律に新たに対旋律を組み入れる。 <言普例
5>
・ 第10回 : 前回で仕上げた主旋律と対旋律を支えるピア
ノ伴奏言普 (両手伴奏, 右手旋律のどちらも可) を作成
して, 次回への授業 (リ コーダー ・ アンサンブル) で
使用するための伴奏付き創作旋律とその対旋律の最終
的な言普面を仕上げる。 < 言普例 6 > 
( 3 ) 考察
対象学年の 4 年次生は, 2 年次から3 年次にかけて





時に創作 ・ 編曲はおろか, この対旋律の作成すら満足に













なく, 自らが (リ コーダーで) 演奏し, 自らのパートだ
けでなく, もう一方のパート(主旋律か対旋律) を耳で
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聴く ことが重要である。 この両者のフレーズでの呼吸や




タイ ミ ングを作るかが鍵となるわけである。 
[器楽分野] (担当 : 河内勇)
( 1 ) 授業改善の視点
2008年度版中学校学習指導要領解説音楽編によれば, 
器楽の指導については 「必要に応じて和楽器, 弦楽器, 




あれば, アルト ・ リ コーダーを使用した授業展開は避け
て通ることが出来ないと考え, 今年度新設の本授業科目
では基本的にアルト ・ リ コーダーを用いて授業を進めて
いく ことと した。
アルト ・ リ コーダーを使用する利点と しては, ①中学
校の生従全員が購入している可能性が高いこと, ②小学














( 2 ) 授業の概要
第11回では, ｫラヴアーズ コンチェルトｻ ｫ聖者の
行進ｻ ｫ日生の世界ｻ を教材曲とした。履修者は6 名であっ
たため, 2 声と3 声の教材曲にすることで学生の中から
授業者を選出しても各声部が揃う よう配慮した。 初見視
奏の状態であったが, 任意の 3 名に 1 曲ずつ15分間の模
擬授業をしても らい, リ フレク シヨンを交えながら, ア
ルト ・ リ コーダーの奏法および各教材曲の指導のポイ ン
トや, 次回から日標と される指導の視点や評価の観点な
どについて論じた 0 
第12回及び第13回では, 教材曲 ｫ夏の思い出ｻ ｫ浜辺
の歌ｻ ｫエーデルワイスｻ の3 曲から学生が編曲をした
白く
:木
教科教育と教科専門の協働による「音楽科教育法II ・ III ・ IV」の実践








第14回及び第15回では, ｫ ブルタバ (モルダウ) ｻ 




上に合奏の規模が大き く なっている反面, 各曲の音楽的
諸要素には明確な特徴がある。 この点を踏まえて授業を
行っているかを評価の観点と した。 また第15回の後半部
分では, 全員で篠笛を演奏し, 基本的な奏法や運指, 初
級者に対する授業の進め方な どの演習を行った 0 
















オーケス ト ラや吹奏楽の指揮者に求められる 「リハーサ






タ ッ カート などのアーテイキュレーシ ヨンを指導する時
に, 単に音を短く吹かせただけで次の段階に進んでしまっ
たり, 3 声部による2 分音符のユニゾンの場合に, 縦の
線のタイ ミ ングだけを合わせて終わったりするなど, 表
現上の一面のみとらえた指導が多かった。 物理的な音価






















生を混乱させる声かけが随所に見られた。 生従ができた?とはきっちり と褒めるべきであるよう に, できていな
い事に対しては必ずそれを伝えなければならない。 この















注いでしまう ため, 淡々と したメ リハリのない授業展開
になってしまっていた。 また, 指導のポイ ントやその指
導言はき っちり していても, 生徒に伝えるための合図




















2016年度 「音楽科教育法II ・ m ・ IV」 を担当した教科
専門担当教貝の気付きは, 概ね次の 3 点に集約される。 
1 点目は, 教材曲の本質を理解する活動の重要性である。 
歌詞の解釈に授業時間の大半を費やす授業にしないため
には, 学生が音楽的根拠に基づく 教材曲の解釈を学習指
導案の作成及び模擬授業と連動して行う ことによ り, 学
生が教材曲の解釈の仕方に慣れる機会を保障できること





た。 また, 専門分野でいう ところのリハーサル ・ テクニッ
クは, 音楽授業における教師の音楽活動との関連や教師
の働きかけの内容に通じるところが多々あること を確認




ある, 驚きであるという意見が寄せられた。 また, 授業
を通してこれらの知見を教員同士のみならず学生も享受
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